
V056-005 会場：304 時間：5月 28 日  11:45-12:00

長期間のダイク貫入を可能にするマグマの供給過程：--2000 年神津島東方沖の例
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１. はじめに

　GPS などによる地殻変動から求めた，2000 年 6 月末から 8 月末までのダイク貫入の総量 1km^3 は，同時期の

三宅島山頂陥没量 0.6km^3 と山体直下のマグマ溜まりの収縮量 0.12km^3 よりやや大きい程度である．その後の

2000 年 9月～2001 年 5月までには，ダイク貫入量は 0.22km^3 で三宅島のマグマ溜まり収縮量は 0.016km^3 となっ

ている（国土地理院）．この事実と精密重力の結果から三宅島からこのダイクへマグマが移動した，と考えられて

いる．しかし，７月１日以降は，ダイクの長さは伸長せずに専ら開口量が徐々に（地震活動をともなって）増加し

ていった．このプロセスは，複合ダイクの形成を見ているとも考えられる．地震活動分布やＧＰＳの時系列からは

じめの２日間で長さ 20km, 深さ約 15km の割れ目が 0.5-1m 程開口し，その後徐々に巾を広げて 2.5-3m に達したと

考えられる．これは，マグマ供給源（ダイク中心部）での余剰圧力による，割れ目先導型のダイク拡大過程のモデ

ルでよく近似できる．実際のマグマの移動に際しては，その温度・圧力条件には多くの制約がある．簡単なモデル

によると，貫入するマグマが固結する前に移動できる長さと巾には制約条件が存在する（図１）．ここでは，長さ

20km, 深さ 15km 程で開口巾が徐々に増加し 3m程に達するような，ダイクの成長から固結に至る過程でのマグマの

移動と地震発生過程を整理する．

２. 議論

　ダイク貫入の原動力は，マグマ溜まりの過剰圧，密度差による浮力，マグマ内の過剰圧発生，周囲の岩石の

変形による弾性的応力，移動するマグマの粘性減圧や固化による影響(Freezing)などである．図１では，余剰圧力

により伸長するダイクの熱的制約条件を主に考えたが，力学的条件はダイク内のマグマの移動方向で異なる．水平

に移動する場合は，浮力中立深さを仮定しなければ決まらない．

　三宅島山体内のマグマ溜まりの過剰圧によってマグマがほぼ水平に移動する場合，過剰圧は 10-50MPa で移動

速度は 0.1-0.3m/s,と推定される. ここではモホ面を 20km, マグマの密度を 2850kg/m^3, 粘性を 50-200PaS と仮

定した．しかし，20km の長さのダイクを作るにはテクトニックな引張力とマグマが移動中に固化しないために地

殻が高温であるという条件が必要である．

　一方，三宅島から神津島に至る領域の上部マントルに（バッファーとしての）マグマ溜まりが存在している

と仮定すると，浮力によりマグマが上方に移動できる．ダイクの（巾が）間欠的拡大するというイベントが群発地

震活動に対応するとすれば，適当な温度条件によって 7月 1日以降の成長・固結の過程は無理なく説明できる．


